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O市
民
ホ
ー
ル
の
三
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広
く
と
り
伎
隊
内
の
強
い
の
携

と
し
た

O
行
政
採
の
会
議
設
は
す
べ
て

導
務
室
に
利
用
で
き
る

。
資
料
課
と
窓
口
を
結
ぶ

Z
7

ー
フ
レ
ツ
グ
ス
に
よ
る
文
章
同

滋
管
が
で
き
る

ハV
一
俄
射
野
党
を
成
耽
け
る
た
め
脳
内

総
に
d
w
l
バ
!
を
つ
け
た

エ
議
後
〈
M
都
品
料
品
1
m
内〉

本
体
工
事
一
七
)
札
、
渓
ハ
U
C

空
飼
料
紙
偽
鋼
一
一
一
七
、

orao

電

気

設

燃

側

つ

七

0
0
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い
よ
い
よ
今
口
同
〈
十
月
…
口
H
V

か
ら
大
絞
め
務
庁
食
で
品
税
務
0

・
な
絡
め
る
と
主
犯
な
れ
ソ
ま
し
た

長
い
附
附
絞
筏
の
後
掛
慨
に
紙
、

ど
本
絞
殺
お
側
同
時
り
い
た
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
後
に
お
い
て

は
見
ム

1
ズ
な
住
民
サ
ー
ピ
見

が
で
き
る
こ
と
主
怒
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
移
転
に
浮
い
先

般
行
な
わ
れ
た
m
m
和
問
間
十
三
年

第
一
訪
問
問
定
尉
問
酔
町
議
会
で
湾
決
成

立
い
た
し
ま
し
た
我
孫
子
鈴
幾

設
置
条
例
の
一
務
改
蕊
に
よ
争

一
品
糊
綿
織
え
ま
し
た
の
主
、
臨
桃
骨
ザ

の
糊
附
の
翁
称
変
獲
に
よ
ち
問
問
翻
謝

が
翁
仏
抑
令
改
め
ま
し
た
。

向
付
品
閣
に
お
け
る
各
線
的
滋
際

も
〈
一
干
潟
開
闘
参
蹴
間
二
段
甘
い
仲
臨
終

の
方
々
が
)
緩
お
れ
る
窓
口
総

聞
け
の
義
陣
内
調
師
、
懸
念
猟
師
、
課
税

調
師
、
銀
総
郡
部
、
臨
時
縫
衛
生
線
、

清
掃
事
務
一
致
、
象
業
委
員
会
、

最
林
市
開
工
務
主
事
業
怒
阿
川
甲
山
建

設
談
、
務
世
間
側
関
車
両
総
本
選
管
遂

事
務
所
会
復
察
し
、
油
商
品
僚
が
、

電話は 82 

あ
も
ら
、
こ
ち
ら
k
樹
脂
口
安
品
掛

か
な
い
で
す
む
よ
う
集
中
的
に

官
常
務
処
総
令
し
A
ム
1
ズ
な
数

脚
部
安
行
な
え
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
一
一
備
に
は
、
市
内
総
鵬
首

滋
都
内
の
総
務
課
を
は
じ
め
、

企
密
室
、
選
挙
管
巡
時
官
民
会
、

教
育
委
員
会
と
町
長
窓
、
勤
役

室
な
ど
を
鷺
き
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
来
庁
者
と
の
一
淘
談
は
す

べ
て
談
諮
問
挽
ま
た
は
古
川
位
向
ホ

i

h
-役
割
判
聞
出
し
議
務
家
内
で
は
索

後
の
応
対
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
役
場
の
策
総
数
等
も

八
二
院
川
i
一
一
流
…
務
〈
大
代

潮
流
V

に
な
り
ま
し
た
の
明
、
お
州
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
庁
舎
の
特
徴

。
行
政
附
酬
と
議
場
擦
を
A
Z
援
し

行
政
機
二
時
間
か
ら
議
担
制
緩
一
一

蹴
摘
を
品
開
ぶ
液
型
廊
下
に
し
た

O
将
来
の
増
築
が
容
自
由
で
あ
る

(
階
段
議
は
一
ニ
踏
ま
で
)

。
胤
何
件
廿
潟
、
開
明
嗣
撞
出
量
hγ
設
け
た

O
外
来
品
鳴
と
家
務
議
で
お
例
月
し

な
い
こ
と
明
、
綴
淡
獲
を
後
山
り

た
。
榊
的
口
事
務
一
本
化
致
問
同
時
却
に

し
た
事
務
醐
識
で
る
る

。
公
納
得
な
ど
め
泌
総
統
を
後
け

た
O
韓
問
泊
中
品
混
同
体
一
一
一
十
六
人
〈
人
口

十
五
万
人
)
ま
で
議
席
が
と

れ
る
〔
哀
を
議
席
一
二

O
人〉

0
・p
f
v
同
弘
治
時
間
と
一
階
と
一
一
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i
s
a
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i
?
i
h
T

?

童

会

ム

Z
m
n

M

挽
委

2縫''l'豊富言語

10月1日から役務の主童話番

手きが変わります。新しい電話
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手
賀
沼
指
水
域
に
さ
れ

水
質
基
準
の
規
制
約

挙
後
初
閉
め
務
定
水
惜
棋
の
拘
摘
出
品
質
減
の
鎗
泥
水
崎
明
の
拙
想
以
品
及
び

お
よ
び
水
鐙
畿
地
明
の
規
制
問
に
つ
水
質
議
惜
棋
の
制
服
制
耐
に
つ
い
て
鳥
飼

い
て
は
、
六
月
十
一
一
関
水
銭
務
公
害
れ
ま
し
た
む

緩
み
珂
炎
、
附
間
務
綴
会
総
合
総
会
こ
れ
に
よ
れ
ノ
一
刊
誌
指
数
水
幾

炎
、
経
持
問
点
純
一
際
げ
関
係
湘
附
係
柑
闘
が
叩
点
。
双
方
メ
l
ト
ι
阿
波
上
、

お
よ
び
然
mw
際
係
機
湘
師
長
な
ど
学
制
以
抑
制
水
梯
棋
に
時
排
出
闘
し
て
い
る

一
刊
行
以
炉
、
手
掛
民
泌
を
観
察
し
た
芯
場
、
茶
器
洗
博
問
な
ど
は
肺
野
潟
水

際
線
駒
摘
し
た
主
こ
ろ
で
す
が
、
を
所
定
的
水
韓
民
旗
持
端
平
に
ま
で
幸

人
n
月
十
九
日
付
的
背
却
特
に
て
乎
げ
る
た
め
の
終
殺
を
杭
就
け
水
を

部
槻
ゑ
机
銑
描
糊
叫
・
丸
、

O
九
O

数
拙
掛
噛
灘
時
帆
吋
八
、
糊
問
。
双

き
く
い
杭
紙
胸
間
一
点
、

0
0
0

鳴
品
開
《
一
一
一
、
八
二
閥

会
副
幻
一
一
九
八
、
玄
関
九

行
時
航
機
欽
務
コ
Y
タ

p
lト

拍
池
上
二
蹴
問
機
下
一
階

一
一
一
、
一
七
一
、
八
六
八
J
W

銭
湯
輪
開
鉄
筋
コ

Y
タ

F
i
ト

ニ
滋

て
一
一
七
、
八
一
…

mM

淡
空
白
州
制
下
鉄
筋
淡

二
八
、
州
問
九
浅
川

八
、
一
人
淀
川

会
幹
財
務
、

数柏崎…際時間、
。
旬
開
問
、
六
二
九
州{銭高F商関
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空手主要は新議場で行なった芳三限定例IJlJ談会

持
え
し
た
う
え
で
排
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た

なわ相、

ζ

の
指
定
お
よ
び
綬

制
闘
に
よ
り
残
る
問
題
は
公
共
下

水
液
総
殺
の
完
備
と
い
う
こ
と

に
な
号
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
ま

む
に
も
大
戦
椴
別
で
あ
り
、
本
蜘
町

一
刻
だ
け
が
こ
れ
か
い
仰
錦
繍
し
て

も
手
級
制
問
の
水
は
き
れ
い
に
な

ら
な
い
の
で
、
関
係
中
市
釘
に
も

め
き
か
け
、
ヂ
質
問
雨
水
域
の
余

+
巾
酔
叫
が
公
共
下
水
遊
箔
殺
の
銘

僚
と
と
ち
緩
む
よ
う
に
も
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

さ
ら
に
、
割
判
相
根
山
川
か
ら
の
取
水

の
た
め
わ
療
問
m
m
口
銭
綴
的
な
施

策
も
待
た
れ
、
さ
ら
に
な
お
、

公
災
下
水
滋
産
物
粂
の
附
問
燃
の
隙

激
的
問
視
叫
朝
日
か
緩
ま
れ
る
わ
け
マ

す
が
、
今
後
こ
の
お
衡
の
労
力

を
鳴
殿
山
似
て
い
く
方
針
で
す
。



款
の
交
通
安
全
運
動

←ト
月
十

日
か
ら
十
月
ニ
ナ
日

.，
a
 一

毅
惨
な
交
遂
事
故
は
、
ま
す

…
ま
す
滋
然
し
て
い
ま
す
。
今
年

一
に
な
っ
て
か
員
数
に
増
加
し

…
先
安
明
織
物
静
放
は
ゴ
一
月
ご
ろ
か
ら

…
…
玲
小
康
を
絞
っ
て
い
ま
し
た

ト
4
川
、
然
出
刊
に
お
い
て
は
亙
李
に

動
入
る
や
、
線
上
閥
幹
で
喰
え
綴
け

器
本
年
…
月
か
ら
八
月
ま
で
の
交

汚
遂
事
故
発
生
状
況
は
、
緩
和
ザ
閣
内

叩
鎖
に
比
し
地
部
俊
例
措
拡
に
お
い
て

縦
二
五
・
一
パ
l
セ

y
ト
機
、
官
民

険
者
二
一
九
ム
ハ
パ
i
セ

y
ト掛明言品川

↓
財
閥
袋
五
五
土
一
バ

1
セ
Y
ト
域

一
と
い
ず
れ
も
品
へ
h
摘
に
議
お
し
て

一
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
検
知
耕

一
の
一
途
を
た
ど
る
交
滋
築
設
の

…
発
生
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
た

一
め
、
今
年
も
十
月
十
一
貫
か
ら
九
克
末
か
ら
秋
口
に
か
け
て
ま
た
、
こ
の
昨
吋
叩
剰
に
は
幾
縦
紙

一
二
十
日
ま
で
の
十
円
持
側
側
、
会
開
闘
は
、
抑
制
気
が
お
立
っ
て
ふ
え
る

n

保
険
も
一
番
多
く
後
わ
れ
ま
す

い
い
っ
せ
い
に
秋
め
交
通
安
ゑ
議
酔
町
議
で
す
。
と
れ
ば
衰
の
絞
れ
が
、

ζ

の
機
嫌
祭
放
を
ア
ん
に

2
動
が
淡
路
さ
れ
る
と
と
に
な
り
か
ら
く
る
宙
開
剛
腕
鯵
緩
や
舟
ぜ
、
蜘
悦
う
に
は
拍
体
験
部
品
は
い
つ
も
僚

主

ま

し

た

。

そ

れ

に

然

出

口

異

状

、

食

中

織

な

え

る

よ

う

に

す

る

こ

k
が
分
一

明

期

協

捌

は

ど

が

多

く

弱

気

務

状

も

た

L
に
マ
す
が
、
反
院
に
潤
掛
け
放
し
で

お
w
v
安
全
な
融
関
衡
の
穣
即
時
急
に
や
姶
た
り
、
ぐ
っ
た
り
と
平
削
判
明
、
い
る
な
ど
、
い
ざ
主
い

マ
こ
ど
も
の
焚
必
安
全
だ
る
さ
の
く
る
り
も
と
の
持
刑
期
う
臨
吋
に
役
立
た
な
い
こ
と
が
あ

議
V
潔

静

岡

み

選

総

の

追

放

で

す

。

争

ま

す

。

主
計
計
れ
H
H
J引
割
引
計
勺
引
針
引
叶
け
れ
一

一
~
で
行
数
副
制
緩
週
間
闘
で
す
。
一
m
k俊
さ

ん

と

の

問

問

に

双

っ

て

i

一

…

八

↑

一
~
と
の
唖
割
問
問
内
体
、
織
や
治
方
公
泳
三
者
む
立
倒
憎
か
ら
役
所
織
の
い

一
玄
関
誌
の
行
な
っ
て
い
る
仕
事
税
務
主
山
首
さ
ん
の
議
後
主
、
ぁ
組
制
談
内
容
一

…ベ
ι
ほ
ど
に
対
す
る
油
開
き
ん
の
不
平
わ
せ
て
検
討
し
た
よ
「
あ
っ
せ
許
可
総
河
議
品
開
学
金
守

一
一
や
本
総
を
解
油
田
ず
る
と
共
に
行
ん
L

解
決
に
努
め
て
お

P
ま

す

税

金

保

険

金

活

保

護

認

一
年
臥
の
民
意
化
、
合
理
化
官
隊
る
稔
孫
子
新
刊
も
尉
帯
匁
刀
日
間
凶
行
数
俊
樹
樹
崎
中
蹴
粧
品
喝
未
柏
崎
数
良
↓

…
骨
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
相
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
送
時
時
制
内
問
m
教
育
労
幼
…

一

十

で

す

。

つ

i

i

l

!

l

l

l

l

!

一

交

滋

公

害

等

笹

山

右

足

…
咋
行
数
制
相
談
州
制
援
を
一
媛
護
静
一
行
政
相
特
談
遜
路
一
欽
笈
綴
篭
滋
苓
苑
公
使

一
ベ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
政
管
一
一
公
開
出
な
ど
の
投
開
別
仕
事
で
お
悶
悶
恥

ト
一
理
庁
が
中
や
と
な

2
径
一
機
行
政
一
十
開
月
十
四
お
i
一
り
わ
主
主
制
相
談
ぐ
だ
古
い
ふ

町
制
後
開
聞
の
抽
出
力
の
も
と
に
余
倒
的
問
一
二
十
周
M

…
な
お
、
十
月
中
時
行
政
樹
慾

翻
↑
に
行
な
わ
れ
る
返
僚
で
す
。
γ
i
i
i
j
i
l
l
i
i
ー
し
は
十
月
十
五
、
十
六
回
μ
役
場
金
一

関
概
略
千
葉
行
波
紋
察
局
で
は
然
内
低
調
で
あ
れ
ツ
ま
す
。
特
に
、
今
飼
祭
主
滋
刻
一
係
長
が
十
レ
U
U
H

斗

観
広
一
念
中
市
狩
叫
刊
に
政
治
大
医
よ

9
mは
次
m
u
日
穫
に
よ
ち
岨
相
談
所
命
品
協
交
回
別
情
、
午
前
十
臨
吋
か
ら
e

日
一
委
守
山
」
れ
わ
十
九
十
七
・
名
明
日
付
訟
を
開
閥
抗
試
し
ま
す
君
、
、
こ
の
織
後
一
一
緩
ま
T
渡
辺
単
打
綴
小
祝
日
か

c
ふ
相
相
談
委
員
を
奴
掛
臨
し
常
持
〈
時
叫
ん
間
を
利
用
し
て
今
後
は
お
轄
地
終
結
酬
を
受
げ
ま
す
の
で
、
心
奴

一
-
孫
子
駅
ほ
渡
辺
議
允
然
山
臨
時
さ
に
ど
紛
淡
く
だ
さ
い
。
な
ど
抑
制
緩
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
ん
か
ら
品
問
機
的
中
し
山
闘
を
交
付
行
致
務
執
紙
袋
災
渡
辺
滋
密
は
畿
守
い
た
し
ま
す
。

↑
…
し
て
お
ち
ま
す
。
弁
繍
概
ム
主

たゆ凝
μ

符
刊
に
掲
げ
、
機
阿
部
む
機
関

h
T
開
肉
体
設
や
心
に
住
災
体
総
ぐ
る

み
で
展
開
し
よ
う
、
と
す
る
も
m
り

で
す
。最

近
の
交
遊
楽
放
の
開
部
隊
た

み
る
と
、
運
転
表
側
甘
い
受
任
あ

る
も
の
で
は
ま
ず
芳
一
に
金
伊
奈

絞
め
一

O
パ
1
セ
Y
トをし疋日仏り

て
い
る
潟
飲
み
遼
転
官
帯
数
。
ド

ラ
イ
バ
ー
は
綴
欽
み
運
転
の
滋

淡
排
除
と
品
地
検
検
た
し
っ
か
り
と

議
抽
酬
し
棚
闘
を
欽
ん
ど
ら
ハ

y
ド

ル
を
渥
ら
な
い
主
い
う
持
拡
隊
合

マ
争
ま
し
F
2
0

次
に
、
然
環
な
追
放
し
に
よ

る
築
設
が
金
事
絞
め
八
パ
i
々

Y
Fを
お
め
て
お
ち
ま
す
。
造

線
を
す
る
と
き
は
、
交
官
鴻
判
取
楠
哨
ゆ

と
ん
間
前
端
、
後
輩
に
十
分
注
注
し

て
安
念
を
は
っ
き
9
務
総
し
吃

か
ら
追
越
し
て
く
だ
事
い
ひ
こ

の
ほ
か
ス
ぽ
i
F
の
燃
し
す
ぎ

や
過
労
運
献
に
よ
る
事
故
も
多

発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
品
折
、
行
者
何
測
に
交
付
艇
の

あ
る
も
の
一
で
は
G

-

a

恐
に
道
路
に

t
び
凶
闘
し
た

奈
の
帥
間
後
を
伸
明
掘
削
し
た

・
幼
児
の
一
入
品
訳
者

な
ど
が
、
多
行
進
事
裁
の
約
一
一
…

分
の
一
…
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

交
議
後
金
む
教
育
M
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繁
附
陪
か

ら
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

交
議
絞
余
に
つ
い
て
家
燦
で
話

し
合
い
を
し
、
ゅ
ん
遂
事
裁
の
綴

牧
殺
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

保
険
証
の
上
手
な
使
い
方

交
通
事
故
の
治
議
費
に
注
意

ま
た
、
総
件
後
絞
の
使
い
中
々
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
は
後
一
行
の
多

い
季
節
で
す
が
、
世
間
先
で
縮
問
気

に
な
っ
た
臨
吋
な
ど
の
た
め
に
、

係
数
紙
を
携
世
帯
す
る
と
か
、
忘

れ
た
、
と
き
の
た
め
に
晶
体
険
絞
め

議
鈴
、
記
号
な
ど
を
被
え
て
忘

れ
た
む
ね
な
緩
し
て
保
協
側
で
治

樹
慨
し
て
も
ら
う
の
も
一
考
と
添

い
ま
す
。

出
向
民
蝕
概
蹴
牒
保
険
む
議
合
に
は

抽
陥
泌
総
で
保
険
の
き
か
な
い
と

と
も
あ
“
ち
ま
す
が
、
同
明
伽
帆
泌
を

も
ら
っ
て
お
き
、
綴
っ
て
か
ら

崩
・
鵠
附
す
れ
ば
、
京
勢
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が
払
い
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会
器
蹴
柑
慣
の
出
拡
料
射
に
主
も
な
綴
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
、
共
悶
ひ
と
り
の
務
捻
に
も
と
づ
く
向
悶
ハ

れ
人
税
金
活
培
仕
制
臨
み
が
次
官
持
A
W
ば
、
飽
和
一
一
十
二
年
、
こ
発
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
9
〈

特
付
表
は
受
け
て
く
だ
さ
い
。
復
殺
に
な
る
に
つ
れ
て
、
の
荒
議
し
た
災
関
社
会
総
山
枇
務
ま
せ
ん
。
九

な
お
、
次
の
ど
の
会
場
で
も
議
祉
の
滋
滋
的
義
経
性
は
数
の
制
強
問
問
を
は
か
る
た
め
に
部
と
の
よ
う
に
仲
内
総
募
金
は
、
九

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
都
合
的
よ
ま
す
絡
ま
り
つ
つ
あ
れ
ソ
ま
め
ら
れ
、
今
年
七
一
一
十
一
…
年
問
国
民
の
務
慾
に
期
待
す
る
も
め
一

い

終

に

受

講

し

て

く

だ

さ

い
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す
か
ら
、
そ
の
簿
動
干
務
付
一

鮮
に
お
い
て
も
、
後
祉
問
今
年
も
終
年
H

と
お
争
、
十
月
金
の
後
控
室
し
く
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目
的
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一
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一
一
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一

L
一
-
一
;
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一
実
現
と
い
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理
念
の
も
K

一
日
か
ら
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闘
州
募
金
運
動
げ
か
淡
に
沿
っ
て
、
ま
た
、
寄
付
翁
の
山

一
一
世
話
一
語
一
本
一
堂
往
言
葉
芝
後
路
き
れ
き
い
主
に
な
っ
て
い
ま
蓄
を
十
分
反
換
し
て
行
な
わ
一

一
3
1
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中
一
が
一
駐
在
晶
立
学
一
て
い
ま
す
が
、
と
れ
主
併
す
。
と
の
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の
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授
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な
け
れ
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せ
ん
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劉
踏
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濁
鼠
閤
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踏
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鼠
襲
麗
努
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叶
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で
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ま
す
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一
ム
尚
一
山
崎
一
二
時
一
時
了
一
九
さ
ん
に
添
い
柄
制
緩
で
毅
し
ま
れ
た
問
問
陣
内
幾
融
制
で
あ
る
と
い
う
と
本
年
も
十
万
一
泊
料
会
鎖
し
て
V

比
例
一
何
一
何
一
恒
例
一
何
一
日
開
一
〈
て
い
る
共
鍔
券
ム
章
、
わ
が
綴
と
で
す
。
間
関
陣
内
は
と
の
叩
謀
総
を
主
γ
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一
様
い
矧
の
共
同
募
金
叩
説

明
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一
刀
引
一
れ
一
日
山
一
日
制
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円
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ハ
由
民
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社
会
福
後
宮
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数
の
叫
問
認
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期
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主
警
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会
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が
制
開
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ま
す
ο
縫
設
で
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山
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及
川
川
一
m
N
怜
一
〈
確
保
申
告
う
え
で
、
き
わ
め
て
火
山
福
祉
活
税
制
w
h
-
察
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す
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こ
と
定
率
害
す
い
日
々
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送
っ
て
い
る
~

ハ
き
な
役
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し
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ま
す
稔
嫁
す
る
も
の
と
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ら
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ま
人
た
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の
た
め
に
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ゑ

自
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喜

互
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撃
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騒
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裂
も
深
刻
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後
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寄
付
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る
た
め
に
、
ふ

麹
混
岬
瀦

i
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ま

ま
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乱
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議
函
し
ま
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弛
仇
し
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嗣
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し
て
協
計

麟
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総
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子
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緑
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僚
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強
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な
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し
ま
し
ょ
う
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ど
り
バ
ザ
i
選
器
開
懇
妻
、
官
叩
佐
山
襲
撃
滋
さ
い
。
ぎ
の
岡
山
世
に
よ
り
端
湾
総
い
た
し

議
会
、
空
雲
市
で
行
な
っ
て
い
ま
す
各
擦
の
措
駒
場
し
込
み
祭
器
十
月
末
U
M

ま
す
の
で
、
も
よ
ち
の
会
議
明
、

社

議

梁

に

と

近

万

円
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す
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す
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鴻
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規

講

習

会

十
月
十
一
日
か
ら
十
月
二
十

臼
ま
で
螺
〈
施
さ
れ
る
秋
の
全
国

変
革
趨
安
念
材
購
齢
期
綱
問
中
の
仲
間
綴

滞
納
間
開
会
を
次
の
日
制
艇
に
よ
り
行

な
い
ま
す
の
で
、
官
接
較
品
川
務
需
品

決後事専守司令日殺害え
反
さ
れ
ま
す
。

官
記
述
幕
放
で
の
け
が
な
ど
鈎

霧
瀦
の
い
る
場
合
に
は
保
険
は

使
え
な
い
の
で
、
特
に
持
拡
殺
し

て
く
だ
さ
い
。

と
の
機
会
治
療
授
は
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刑
復
半
脅

か
ら
も
ら
う
た
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ま
え
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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餐
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払
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な
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総
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か
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険
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部
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に
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植
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え
な
い
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作
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募
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十
一
万
一
品
目
の
「
文
化
の
認

を
や
、
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に
行
な
わ
れ
る
拙
植
物

廃
輪
島
会
な
ど
品
工
作
品
安
募
集
し

ま
す
。官

帯
条
の
縁
切
智
は
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月
二
十

日
で
す
。
倒
的
掠
に
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仲
間
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ヘ

由
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込
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い
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